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熊本県におけるライフサイエンス振興に関する調査 

Promotion Plan of Life Science in Kumamoto Prefecture 
 

!キーワード ライフサイエンス、地域科学技術、バイオベンチャー 

 

 

１．調査の目的 

 本調査研究においては、熊本県内のライフサイエンスに関する研究開発のシーズ等を調査

し、活力ある産業の育成を通じて、豊かな県民生活や我が国および国際社会への貢献等を果

たすための熊本県地域における「ライフサイエンス振興のあり方、具体的な仕組み」につい

て提案することを目的とする。 

 

２．調査研究成果概要 

（１）調査の構造 

  ①ライフサイエンスについての概論              

  ライフサイエンスの定義、振興の意義、市場、我が国の国際的位置について概観した。

さらに、アカウンタビリティといった重要な問題についても概観した。 

  ②ライフサイエンスの研究開発動向              

    ライフサイエンスの研究開発分野を整理し、技術予測調査等で今後重要と考えられて

いるテーマ、分野、また国の基本計画等で重点領域と位置づけられている領域等につい

て概観した。 

  ③ライフサイエンス振興に関する政策動向             

   我が国におけるライフサイエンス振興に関わる政策的取り組みについて整理し、さら

に、地域において推進されているライフサイエンス振興の先進的取り組みについて事例

分析を行った。 

  ④熊本県におけるライフサイエンス振興に向けたシーズ       

 熊本県内の大学、研究機関等におけるライフサイエンス関連の研究、人的集積、研究

会活動等の交流について整理した。 

  ⑤熊本県におけるライフサイエンス振興の方向性および方策  

    ライフサイエンスに関する将来展望、政策動向、社会動向等への理解、熊本県内のラ

イフサイエンス振興に係わるシーズに依拠し、熊本県の未来に貢献するライフサイエン

ス振興のあり方について検討し、さらに、その具体化のための方策について提案した。 

 

（２）調査の内容 

   次ページに調査結果の概要を示す。 



熊本県におけるライフサイエンス振興のあり方 

 

 

 

 
◯ライフサイエンスの関連の大学、研究機関の集積 

熊大医学部をはじめとする厚い研究集積があり、さらに熊大実験 

動物研究センター、県大環境共生学部等の新たな基盤形成が進展 

 
◯ライフサイエンス関連の研究交流の活発な活動 

バイオテクノロジー研究推進会、ライフサイエンス研究など産学 

官の交流や研究者の交流が活発で、研究開発組合や国の研究プロ 

ジェクトを生み出している 

 
◯ライフサイエンス関連の研究開発企業の集積と起業 

血液、ワクチン等研究・開発、医薬品開発支援サービス、試薬研 

究・開発等の世界レベルの技術力を持つ多彩な企業と、抗体の研 

究・開発等のライフサイエンスベンチャー企業といった芽生え 

 
◯環境研究に対する先進的な取り組み 

水俣病に取り組んできた歴史を背景に汚染物質の毒性、生態系研 

究の厚い蓄積があり、県民においても環境問題の関心が高い。ま 

た地下水に水道水源を依存し、この総合研究にも取り組んでいる 

熊本県の特徴と強み（振興のシーズ）  
◯ライフサイエンス研究開発基本計画 

人間のための「生命」に関する科学と技術であるﾗｲﾌｻｲｴﾝｽを振興 

するための研究開発の基本戦略、研究基盤強化、重点分野を示す 

 

 
◯バイオ産業育成の基本戦略 

現在1兆円のバイオ市場を2010年に 25兆円に育成するために今 

後 5年間に2兆円の研究資金を投入する。ヒトゲノム、遺伝情報 

産業、環境関連等を対象 

 

 
◯ベンチャー育成のための取り組み 

新産業、新技術創出のためにベンチャービジネスを育成する支援 

策、規制緩和を実施 

 

 
◯大学のシーズを開花させるための取り組み 

TLO をはじめとする、大学のシーズを産業化、実用化するための 

我が国における取り組み 

県民・企業などの幅広い意見を踏まえつつ、産学官が連携しライフサイエンス振興に取り組むことにより、県民生活向 
上への貢献、ライフサイエンスベンチャー育成による新産業の創出等を図り、我が国の基盤強化の重要な一翼を担う 

倫理･アカウンタビリティプログラム  

・県民意識のニーズ把握  ・ＴＡ(テクノロジーアセスメント)  ・文理融合による生命倫理の研究 

熊本県におけるライフサイエンス振興のためのプラットホーム 

・起業家精神の育成 
・有望シーズの探索 
・起業の支援 

バイオベンチャー育成プログラム 

環境研究･教育プログラム  

・ネットワーク型ＣＯＥ(水･環境ホルモン等) 
・人材育成 
・環境教育 

先導研究プログラム 

・基盤機能(ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬ）の形成  
・研究交流の推進 
・研究基金･国のスキームの誘導 

新農林水産･食品研究プログラム  

・環境共生技術(バイオマス）の研究 
・研究交流の推進 
・研究，生産，ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄの拠点  

シーズ リターン 

連携 

連携 リターン 

リターン 

シーズ 

シーズ 

 
◯我が国のﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ研究に貢献する研究開発基盤を形成する  

我が国が立ち遅れている実験動物等のインフラ強化のため、熊大 

実験動物研究センター（整備中）等を中核として産学官によりラ 

イフサイエンスの基盤研究を実施する 
◯ライフサイエンスベンチャーの起業、育成に注力する 

大学のシーズ創出の大きさに注目し、県内のライフサイエンス関 

連の中核企業等産学官連携でライフサイエンスベンチャーを育成 
◯環境分野における研究と人材育成を推進する 

熊本県立大学環境共生学部等を核にネットワークを構築し、国際 

的な研究協力、共同研究、研究者交流を推進する。次代を担う若 

手研究者や環境行政の専門家の育成、県民等へ伝えて研究成果の 

仕組みを充実 
◯農林水産業・食品産業 

熊本県では早くからバイオテクノロジー研究推進会においてバイ 

オマスの利活用に関する検討が行われ、地域の総力をあげたバイ 

オマスの産学官共同研究プロジェクトも具体化している。そこで、 

こうした取り組みをバネとして研究開発を進める 

◯倫理問題の検討、ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨ（説明責務）の向上に取り組む  

熊本県におけるライフサイエンス振興の方向性 


